
2
月
18
日
、
エ
ル
・
お
お

さ
か
で
権
利
討
論
集
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
記
念
講
演

「
労
働
者
が
主
役
の
時
代
へ
」

川
村
雅
則
先
生
（
北
海
学
園

大
学
経
済
学
部
教
授
）
の
講

演
の
ポ
イ
ン
ト
を
報
告
し
ま

す
。
現
在
、
非
正
規
労
働
者

は
全
労
働
者
の
３
割
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。
本
来
、
雇
用
は

常
用
が
原
則
で
す
。
民
間
企

業
の
み
な
ら
ず
、
公
務
職
場

で
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ

て
い
ま
す
。
労
働
者
が
安
心

し
て
働
き
暮
ら
す
た
め
に
は
、

雇
用
の
安
定
が
大
切
。
労
働

者
本
位
の
労
働
政
策
実
現
に

向
け
て
、
労
働
者
の
無
期
雇

用
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
民

間
と
公
務
、
正
規
非
正
規
、

団
結
が
必
要
。
さ
ら
に
地
域

で
暮
ら
す
市
民
と
の
連
帯
、

共
同
運
動
で
自
治
体
、
国
の

政
治
変
革
が
必
要
と
具
体
的

な
事
例
を
交
え
話
さ
れ
ま

し
た
。
大
阪
で
は
、
維
新

政
治
の
も
と
、
府
・
自
治

体
の
職
員
は
非
正
規
職
員
、

派
遣
職
員
な
ど
非
正
規
職

員
が
50
％
前
後
。
市
営
交

通
民
営
化
、
公
立
病
院
、

保
健
所
、
保
育
所
や
公
立

小
中
高
校
の
統
廃
合
な
ど

人
々
の
暮
ら
し
に
欠
か
せ

な
い
公
共
（
コ
モ
ン
）
の

仕
組
み
が
ど
ん
ど
ん
削
ら

れ
て
い
ま
す
。

公
共
の
再
生
を
求
め
て
、

連
帯
し
て
労
働
者
が
主
役

の
時
代
を
！
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映
画
の
案
内

『
荒
野
に
希
望
の
灯
を
と
も
す
』

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
と
パ
キ
ス
タ
ン
で

病
や
貧
困
に
苦
し
む
人
々
に
寄
り
添
い

続
け
た
男
、
医
師
・
中
村
哲
。
現
地
活

動
35
年
の
軌
跡
。

日
時
：
5
月
19
日
（
金
）

①
10
時
30
分

②
13
時
0
分

③
15
時
0
分

場
所
：
阿
倍
野
区
民
セ
ン
タ
ー
・
小
ホ

ー
ル
（
大
阪
メ
ト
ロ
谷
町
線
、

阿
倍
野
駅
⑥
番
出
口
か
ら
西
へ

50
ｍ
、
JR
天
王
寺
駅
・
近
鉄
阿

部
野
橋
駅
か
ら
南
に
８
０
０
ｍ
）

料
金
：
前
売
券
・
千
二
百
円

当
日
券
・
千
五
百
円

申
込
は
支
部
ま
た
は
個
人
で
。

府
本
部

電
話
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
は
府
本
部
し
ん
ぶ
ん
一
面

右
上
記
・
ま
た
は
文
化
行
楽
部
石
野

（
０
９
０
・
３
４
９
４
・
５
３
９
１
）

ま
で
。
＊

府
本
部
か
ら
２
０
０
円
補
助

し
ま
す
。お

知
ら
せ

１
、
花
見

３
月
末
か
ら
４
月
始
め
に
大
川
沿
い

を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
状
況
及
び
選
挙
運

動
期
間
中
等
を
考
慮
し
て
中
止
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

２
、
第
８
回
卓
球
大
会
の
件

６
月
16
日
（
金
曜
日
）
、
大
阪
府
立

体
育
館
で
開
催
し
ま
す
。

これは

「生きるための」闘いだ。

「彼らは殺すために空を飛び

我々は生きるために地面を掘る。」

「ここには、天の恵の実感、誰も

が共有できる希望、そして飾りの

ないむきだしの生死がある」

中村 哲

中
村
医
師
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

市
は
高
齢
者
外
出
支
援

策
「
バ
ス
カ
ー
ド
事
業
」

を
２
０
１
６
年
に
そ
れ
ま

で
16
年
間
続
け
て
き
た
運

賃
助
成
を
廃
止
し
ま
し
た
。

対
象
者
は
非
課
税
の
方
で

し
た
が
、
市
が
制
度
廃
止

時
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
50
％
以
上
の
高
齢
者

が
外
出
支
援
公
費
補
助
を

望
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
議
会
に
請
願
、

担
当
課
と
の
懇
談
を
重
ね

ま
し
た
が
、
市
は
「
高
齢

者
お
で
か
け
推
進
事
業
」

を
実
施
し
、
ポ
イ
ン
ト
を

稼
が
な
い
と
交
通
補
助
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、

手
続
き
も
難
し
く
市
民
か

ら
は
不
評
で
す
。

現
在
、
隣
の
寝
屋
川
市
・

交
野
市
・
高
槻
市
は
住
民

に
喜
ば
れ
て
い
る
制
度
が

あ
り
ま
す
が
、
維
新
市
長

の
枚
方
市
に
は
高
齢
者
に

優
し
い
制
度
は
あ
り
ま
せ

ん
。

そ
こ
で
、
社
保
協
の

会
議
で
相
談
し
市
民
運
動

を
起
こ
そ
う
と
、
の
ぼ
り
、

横
断
幕
、
チ
ラ
シ
、
要
望

署
名
等
を
用
意
し
、
高
齢

者
の
外
出
支
援
策
（
運
賃

助
成
と
移
動
交
通
手
段
）

を
実
現
し
た
い
と
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

高
齢
期
を
豊
か
に
す
る
枚
方

市
民
の
会

伊
藤

和
嘉
子

『
足
』
の
確
保
は
『
社
会
基
盤
』

権
利
討
論
集
会
の
報
告

府
本
部
委
員
長

加
納

忠

労
働
者
が
主
役
の
時
代
へ



大
阪
・
関
西
万
博
ま
で
あ

と
２
年
、
膨
ら
む
の
は
建
設

費
ば
か
り
で
、
気
運
は
縮
ん

で
い
ま
す
。
万
博
に
行
き
た

い
人
が
減
っ
て
い
る
こ
と
が

報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

大
阪
府
・
市
が
共
同
で
つ

く
る
万
博
推
進
局
が
22
年
12

月
、
府
内
２
千
人
と
府
外
１

千
人
を
対
象
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
。

万
博
に
「
行
き
た
い
」
人
の

割
合
は
「
ど
ち
ら
か
と
い
え

ば
」
を
含
め
府
内
が
46
・
３

％
で
、
21
年
度
の
58
・
１
％

か
ら
約
12
ポ
イ
ン
ト
減
少
。

府
外
も
39
・
６
％
か
ら
30
・

９
％
に
。

行
き
た
い
人
が
減
っ
て
い

る
の
は
、
会
場
の
夢
洲
が
ど

ん
な
場
所
か
知
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
が
一
因
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

万
博
、
Ｉ
Ｒ
（
カ
ジ
ノ
を

中
核
と
す
る
統
合
型
リ
ゾ
ー

ト
）
が
予
定
さ
れ
て
い
る
夢

洲
は
地
盤
沈
下
や
液
状
化
の

恐
れ
の
あ
る
軟
弱
地
盤
。
ゴ

ミ
や
浚
渫
土
砂
の
埋
立
て
に

よ
る
土
壌
汚
染
も
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

大
阪
の
港
湾
や
河
川
の
Ｐ

Ｃ
Ｂ
（
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ

ル
化
合
物
）
が
含
ま
れ
た
大

量
の
浚
渫
土
砂
が
１
９
７
０

し
ゅ
ん
せ
つ

年
代
以
降
、
夢
洲
に
埋
め
ら

れ
ま
し
た
。

Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
ダ
イ
オ
キ
シ
ン

類
の
一
つ
で
毒
性
が
強
い
の

で
す
。
カ
ネ
ミ
油
症
事
件
を

機
に
社
会
問
題
に
な
り
、
72

年
に
製
造
が
禁
止
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
廃
棄

物
の
厳
格
な
管
理
が
義
務
付

け
ら
れ
る
の
は
90
年
代
。
さ

ら
に
土
壌
汚
染
対
策
法
が
施

行
さ
れ
た
の
は
03
年
２
月
。

そ
れ
ま
で
は
何
の
規
制
も
な

く
夢
洲
に
土
砂
が
埋
め
立
て

ら
れ
ま
し
た
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
は
分

解
さ
れ
に
く
く
蓄
積
し
て
い

き
ま
す
。

「
１
ヵ
所
だ
け
調
べ
て
Ｐ

Ｃ
Ｂ
が
Ｉ
Ｒ
予
定
地
に
な
い

と
は
言
え
な
い
」
と
日
本
共

産
党
の
山
下
芳
生
参
議
院
議

員
が
22
年
12
月
、
国
会
で
追

及
し
調
査
が
必
要
だ
と
主
張
。

Ｐ
Ｃ
Ｂ
が
土
壌
に
含
ま
れ
て

い
る
の
で
あ
れ
ば
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ

の
分
離
、
浄
化
と
と
も
に
、

現
場
の
労
働
者
の
安
全
対
策

が
必
要
に
な
る
、
と
指
摘
し

ま
し
た
。

夢
洲
に
万
博
や
カ
ジ
ノ
の

よ
う
な
集
客
施
設
を
建
設
す

る
の
は
危
険
で
す
。
し
か
し
、

府
・
市
は
土
壌
対
策
に
際
限

な
く
税
金
を
投
入
す
る
う
え
、

賃
料
の
不
当
算
定
ま
で
し
て

カ
ジ
ノ
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

カ
ジ
ノ
誘
致
の
是
非
を
問

う
住
民
投
票
が
議
会
で
否
決

さ
れ
た
後
も
、
カ
ジ
ノ
反
対

の
市
民
団
体
が
、
カ
ジ
ノ
を

認
可
し
な
い
よ
う
求
め
る
署

名
を
提
出
し
、
国
に
問
題
点

を
つ
き
つ
け
ま
し
た
。
そ
の

た
め
か
認
可
の
判
断
は
遅
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
市
民

団
体
も
反
対
運
動
を
進
め
て

い
ま
す
。

夢
洲
は
カ
ジ
ノ
に
よ
っ
て

大
阪
の
財
政
・
経
済
・
街
を

破
壊
す
る
負
の
遺
産
に
な
り

ま
す
。
負
の
遺
産
を
残
さ
ぬ

た
め
に
、
４
月
９
日
の
府
知

事
選
、
大
阪
市
長
選
は
カ
ジ

ノ
を
止
め
る
千
載
一
隅
の
チ
ャ

ン
ス
で
す
。
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大
軍
拡
・
戦
争
国
家
づ
く

り
は
、
一
人
ひ
と
り
の
命
の

問
題
で
あ
り
、
平
和
に
生
き

る
権
利
へ
の
挑
戦
で
す
。

戦
争
国
家
づ
く
り
へ
の
大

転
換
に
よ
っ
て
、
暮
ら
し
を

支
え
る
予
算
が
削
ら
れ
、
増

税
さ
れ
る
の
は
必
至
。
歳
入

の
約
３
割
が
公
債
で
借
金
頼

み
の
予
算
状
況
の
な
か
、
軍

事
費
に
５
年
間
で
43
兆
円
も

あ
て
る
と
言
い
ま
す
。
敵
基

地
攻
撃
能
力
の
保
有
と
同
時

に
、
財
政
が
破
た
ん
し
、
国

民
生
活
が
疲
弊
す
る
の
は
目

に
見
え
て
い
ま
す
。

地
方
か
ら
反
戦
・
反
核
の

声
を
あ
げ
、
国
政
を
動
か
し

ま
し
ょ
う
。
核
兵
器
禁
止
条

約
に
つ
い
て
、
政
府
に
署
名
・

批
准
・
参
加
を
求
め
る
意
見

書
決
議
が
22
年
12
月
12
日
現

在
６
４
６
自
治
体
議
会
で
採

択
さ
れ
、
全
１
７
８
８
議
会

の
36
％
に
達
し
ま
し
た
（
原

水
爆
禁
止
日
本
協
議
会
調
べ
）
。

核
兵
器
禁
止
条
約
は
発
効

か
ら
２
年
を
迎
え
た
１
月
現

在
、
68
カ
国
が
批
准
。
署
名

は
国
連
加
盟
国
の
過
半
数
に

迫
る
92
カ
国
に
の
ぼ
り
ま
す
。

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
な
の

に
日
本
政
府
は
署
名
も
批
准

も
し
て
い
ま
せ
ん
。
各
地
か

ら
声
を
あ
げ
、
批
准
へ
と
国

を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

福
島
第
一
原
発
事
故
を
振

り
返
り
、
廃
炉
の
見
通
し
も

立
た
な
い
現
状
を
見
る
な
ら
、

原
発
回
帰
は
あ
り
え
ま
せ
ん
。

２
０
１
１
年
３
月
11
日
の

地
震
・
津
波
に
よ
り
、
全
電

源
が
喪
失
し
た
た
め
に
、
原

子
炉
の
冷
却
、
水
の
補
給
が

で
き
な
く
な
り
１
～
３
号
機

が
次
々
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
。
水

素
爆
発
が
起
き
大
量
の
放
射

性
物
質
が
大
気
中
に
放
出
さ

れ
ま
し
た
。

世
界
で
は
太
陽
光
、
風
力

な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
再
エ
ネ
）
導
入
が
ウ
ク
ラ

イ
ナ
危
機
に
よ
っ
て
加
速
し
、

２
０
２
７
年
に
は
再
エ
ネ
が

最
大
の
電
源
割
合
に
な
る
、

と
国
際
エ
ネ
ル
ギ
ー
機
関
は

予
測
し
て
い
ま
す
。

安
全
性
や
自
給
力
、
コ
ス

ト
の
面
で
、
再
エ
ネ
は
優
れ

た
電
源
で
す
。
再
エ
ネ
の
安

定
性
も
、
蓄
電
池
や
Ｉ
Ｔ
な

ど
の
技
術
で
高
ま
っ
て
き
て

い
ま
す
。

同
性
婚
を
認
め
る
法
制
度

が
な
い
の
は
個
人
の
尊
厳
に

照
ら
し
て
違
憲
状
態
に
あ
る
、

と
東
京
地
裁
が
22
年
11
月
に

判
断
し
ま
し
た
。
国
が
同
性

婚
の
法
整
備
に
踏
み
出
さ
な

い
な
か
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
を

認
証
す
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
の
導
入
が
自
治
体
で

広
が
っ
て
い
ま
す
。

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
「
み
ん
な

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」

に
よ
る
と
、
日
本
で
最
初
に

導
入
し
た
の
が
15
年
の
渋
谷

区
と
世
田
谷
区
。
23
年
２
月

１
日
現
在
で
は
２
５
７
自
治

体
、
人
口
の
64
．
９
％
に
及

び
ま
す
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
増
進
法
案

で
す
ら
21
年
、
与
野
党
間
で

合
意
し
な
が
ら
、
自
民
党
の

一
部
の
反
対
で
成
立
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
ん
な
な
か
で
、

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
導

入
の
広
が
り
は
、
古
い
家
父

長
制
的
な
家
族
観
や
男
尊
女

卑
の
考
え
方
を
打
ち
破
る
う

ね
り
の
表
れ
で
す
。
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
は
人
権
を

尊
重
し
、
多
様
性
を
認
め
合

う
こ
と
を
理
念
と
し
て
い
ま

す
。た

だ
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
制
度
の
導
入
は
都
道
府
県

間
で
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
す
。

都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
10
府
県

（
青
森
、
秋
田
、
茨
城
、
栃

木
、
群
馬
、
東
京
、
三
重
、

大
阪
、
福
岡
、
佐
賀
）
が
導

入
し
て
い
る
一
方
で
、
導
入

ゼ
ロ
が
６
県
あ
り
ま
す
。
導

入
を
広
げ
て
国
を
動
か
し
同

性
婚
の
法
整
備
に
つ
な
げ
た

い
も
の
で
す
。

ほ
か
に
女
性
議
員
の
拡
大
、

男
女
の
賃
金
格
差
是
正
、
選

択
的
夫
婦
別
姓
の
導
入
、
性

と
生
殖
に
関
す
る
女
性
の
自

己
決
定
権
確
立
な
ど
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
に
向
け
て
課
題

は
山
積
し
て
い
ま
す
。
春
の

一
斉
地
方
選
挙
の
前
進
で
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
ょ
う
。

２
０
２
２
年
４
月
か
ら
年

金
支
給
額
は
０
．
４
％
減
額

さ
れ
、
２
０
２
１
年
か
ら
２

年
連
続
で
す
。
実
質
年
金
は

こ
の
10
年
で
６
．
７
％
も
減

ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
物

価
は
異
常
な
高
騰
で
す
。
医

療
費
負
担
も
増
え
、
高
齢
者

の
生
活
は
深
刻
で
す
。

ま
た
、
現
役
労
働
者
の
実

質
賃
金
は
下
が
り
続
け
、
生

活
が
苦
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

政
府
は
、
労
働
者
の
賃
金
へ

引
き
上
げ
と
社
会
保
障
拡
充

へ
舵
を
切
る
時
で
す
。
そ
し

て
、
年
金
減
額
の
政
策
を
改

め
、
「
物
価
高
騰
に
見
合
っ

た
年
金
額
の
引
き
上
げ
」
を

今
す
ぐ
行
う
べ
き
で
す
。

２
０
２
０
年
の
日
本
の
実
質

賃
金
は
１
９
９
７
年
に
比
べ

て
88
．
９
％
と
下
落
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
国
際
的
な

賃
金
指
数
を
見
て
み
る
と
、

日
本
以
外
は
上
昇
し
て
い
ま

す
。
韓
国
は
１
５
７
．
３
％

と
大
き
く
賃
金
水
準
が
上
昇

し
て
い
ま
す
。
日
本
だ
け
が

世
界
の
国
々
か
ら
取
り
残
さ

れ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。

23
年
の
年
金
額
は
わ
ず
か

に
上
が
り
ま
す
。
し
か
し
、

長
期
的
な
年
金
引
き
下
げ
の

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
マ
ク
ロ
経

済
ス
ラ
イ
ド
が
発
動
さ
れ
、

年
金
額
の
上
昇
は
物
価
上
昇

に
比
べ
て
大
幅
に
抑
制
さ
れ

ま
す
。

物
価
上
昇
に
見
合
う
年

金
の
引
き
上
げ
が
必
要
で
す
。

カ
ジ
ノ
は
止
め
ら
れ
る

あ
と
一
押
し

物
価
は
異
常
な
高
騰

年
金
と
賃
金
の
引
き
上
げ
を

大
軍
拡
に
審
判
を
！

原
発
回
帰
に
異
議
あ
り
！

ガオー

日本で新型コロナウイルス感染者が確

認されてから３年となった23年１月、岸

田政権は５月８日から新型コロナの感染

症法上の位置づけを５類に引き下げると

発表しました。

感染症は危険性に応じて１～５類の

「新型インフルエンザ等」に分類されて

います。新型コロナは「新型インフルエ

ンザ等」に位置づけられ、結核やＳＡＲ

Ｓのような２類以上相当の対策が可能。

５類になれば、季節性インフルエンザな

どと同じ扱いになり、陽性者の全数把握

が定点観測になり、入院勧告、患者・濃

厚接触者の行動制限、在宅療養者の健康

観察、検疫などの措置が適用されなくな

ります。

さらに医療費の全額公費負担は一定期

間後に廃止し、医療機関への財政支援は

段階的に縮小するといいます。こうした

公費負担がなくなれば、検査・受診の抑

制や、コロナ対応の病床の減少を招き、

感染拡大を助長する恐れがあります。

新型コロナの５類化の是非は？

ち
ぢ
む
万
博
気
運

Ｐ
Ｃ
Ｂ
汚
染

負
の
遺
産
を
残
さ
ぬ年金者組合のつどいで挨拶する

府知事候補の辰巳コータローさん

暮
ら
し
は
疲
弊

36
％
の
地
方
議
会
で

原
発
回
帰
に
異
議
あ
り

福
島
第
一
の
事
故
を
忘

れ
な
い

世
界
は
再
エ
ネ
へ

日
本
だ
け
賃
金
下
落

23
年
年
金
改
定
は
？

人
口
比
65
％
に

ＳＤＧｓ目標５




